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1. 日本の情報♫会化のㄢ㢟を⪃える 

2021 年 9 月 1 日㸪日本のデジタル♫会実⌧の司令塔としてデジタル庁がⓎ㊊した㸬デ

ジタル庁は㸪この国の人々の幸⚟を何よりも優先し㸪国や地方公共団体㸪Ẹ㛫事ᴗ⪅など

の㛵係⪅と㐃携して♫会全体のデジタル化を推㐍する取⤌を≌引するとしている㸬デジタ

ル庁の WEB サイトには「㧗㱋⪅や㞀害⪅がデジタルをά⏝できるようにする⎔境整備を

⾜い㸪情報ᶵ器に不慣れな人にも分かりやすく㸪ㄡもが使いたくなるサービス体㦂を実⌧」

するとある㸬⥲務┬は㸪たくさんの提᱌をしているが㸪たとえば㸪㧗㱋⪅らがデジタル化
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から取りṧされないようにスマートフォンやマイナンバーカードの使い方を教える「デジ

タルά⏝支援員」については㸪2025 年度までのあいだ㸪ẖ年度 5,000 カ所でㅮ⩦会を㛤

き㸪のべ 1,000 万人の㧗㱋⪅の参加を促す企⏬だとしている㸬具体ⓗにはスマホの㟁※の

入れ方といった基本操作から㸪マイナンバーカードの⏦ㄳや専⏝サイト「マイナポータル」

の利⏝方ἲなど 11 テーマでᵓ成されるㅮ⩦会が‽備されはじめているようだ. 
しかし㸪ㅖ情報を⥲合ⓗにぢてみて㸪これらのサービスが㸪是㠀とも使いたくなるサー

ビスになっていて㸪日本の㹂㹖㸦デジタルトランスフォーメーション㸧化の未᮶は明るい㸪

とはゝい㞴いように思われた㸬我々は㸪情報化促㐍⣔のサービスが㸪しばしば敷居が㧗く㸪

一定の▱㆑Ỉ‽をクリアした人㛫にだけわかりやすい形でインストラクションが⤌み❧て

られていることを▱っている㸬つまり㸪もともとᵝ々な情報ᶵ器にアクセスする㢖度が低

く㸪不慣れな人㛫には㸪そのインストラクションの情報そのものが⌮ゎが困㞴であること

を▱っている㸬もし㸪日本全体で情報化を十全に㐍めようとするのなら㸪この問㢟を㸪す

なわち㸪⌧在情報ᶵ器に接ゐする㢖度が低い人にも㥆ᰁみやすく㸪入って⾜きやすい㛫口

の広さをどうやって日本の㹂㹖化において㐩成するのかという問㢟を㸪ゎỴする必せがあ

るだろう㸬 
そして㸪それには㸪器材をどうするか㸪とかㄝ明の仕方をどうするか㸪というỈ‽の手

前から⪃える必せがあるように思われた㸬たとえば㸪ᶵ材の反応におけるタィ思想をどう

⪃えるのか㸬人㛫の振る⯙いに似せるのか㸪似せないのか㸬人㛫に似せるとして㸪どの⛬

度まで似せるのか㸬ㄝ明の仕方をᶆ‽化する方向で⪃えるのか㸪対㇟⪅の多ᵝ性に合わせ

て個別化する方向で⪃えるのか㸬そもそも㸪どのようにㄝ明対㇟⪅の≉徴を把握すること

が㐺切なのか㸪というỈ‽から⪃える必せがあるように思われたのである㸬 
 

2㸬㐲㝸コミュニケーション実㦂の構想の⫼景にある基本ⓗ⪃え方について 

上グのようなㄢ㢟意㆑の下で㸪今回の実㦂ィ⏬は❧てられた㸬すなわち㸪♫会学の中の

ひとつのὶὴである㸪エスノメソドロジー・会ヰ分ᯒの❧場から㸪人々の実㊶ⓗな学⩦の

ᵝ態を明らかにする◊✲ᵓ想として㸪㺀㐲㝸コミュニケーション実㦂ィ⏬ 2022㺁がᵓ想さ

れた1㸬 
このィ⏬は具体ⓗには以下のようなものだった㸬すなわち㸪まず㸪実㝿の㺀情報㏻信ᶵ器㺁

を利⏝する場㠃と㸪その利⏝ἲをㅮ⩦する場㠃の両方を実㦂ⓗに創り出し㸪その㛵㐃性を

探ること㸦教えたとおりを実⾜しているとは㝈らないからだ㸧㸬そして㸪この両場㠃のなか

で人々がどのように┦互⾜Ⅽを✚み㔜ねているかを探ること㸬これらを探ồするために㸪

ビデオ撮影をすると同時に㸪㛵係⪅からの事情⫈取や㈨料探⣴もすること㸬これらを⥲合

ⓗに⧞り㏉し⾜うこととした㸬 
なぜ㸪「実㦂」なのに㸪あまり介入しないのか㸪⬟力テストをしないのか㸪いぶかしがる

向きもあるかもしれない㸬以下㸪その⌮⏤を少しヲしく㏙べよう㸬我々が㸪なぜ㸪♫会学

ㄪᰝとして㸪上グのような㸪当事⪅依存の㸪ちょっと㠃倒なデータ収㞟ィ⏬をたてている
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のか㸪という⌮⏤は以下のとおりである㸬 
まず㸪☜ㄆしようとしている仮ㄝが㸪㏻常の工学ⓗ実㦂や心⌮学ⓗ実㦂とは㸪␗なって

いるのである㸬いや㸪「仮ㄝが␗なっている」というよりは「仮ㄝがない」のである㸬とい

うのも㸪我々がやろうとしているエスノメソドロジーⓗな♫会学ⓗ実㦂は㸪実㦂だけれど

も㸪実㦂ではないのである㸬なるべく「ナチュラル・セッティング㸦人々の⌧実のά動の

ときの≧ἣそのもの㸧」に㏆い⎔境を作って㸪そこで「何がおきているか」をほ察し㸪Ⓨぢ

し㸪♫会ⓗに共有できる形でヲ⣽にグ㏙しなおすこと㸦リスペシフィケーション㸻再≉定

化㸻㸧をすることを㸪┠ⓗとしているのである㸬 
つまり㸪そのようにして㸪人㛫と人㛫がどのようにいろいろとヨ⾜㘒ㄗしたり工夫した

りしながら㸪当ヱのᶵᲔを使った「ά動」を⥲合ⓗに実㊶しているのか㸪という実㊶の全

体像を把握することを㸪志向しているのである㸬そして㸪今回は㸪この実㊶の全体像のな

かに㸪2 つのパートがあるのである㸬つまり㸪㏻信ᶵᲔを利⏝する本人がどのようにその

㏻信ᶵᲔを使っているのか㸪というパートと㸪もう一つ㸪どのように㸪⮬分に対して当ヱ

ᶵᲔの使い方を教授してくれる人の振る⯙いを㸪当ヱ人≀が㸪利⏝したりしなかったり㸪

換㦵奪⫾したりしなかったりしているのか㸪というパートの 2 つである㸬 
これは㸪工学や心⌮学での実㦂でしばしば前提とされている仮ㄝとはことなっている㸬

つまり㸪あるᶵᲔの使い方を㸪ᶵᲔの本᮶ⓗ使い方とのⴠ差でホ価したり㸪あるインスト

ラクションの㐺否を㸪そのインストラクターが意図した内容どおりを㸪受ㅮ⪅が実㊶でき

るようになったかどうかでホ価したりするのとは㸪◊✲のᯟ⤌みが㐪うのである㸬 
我々の実㦂が志向しているのは㸪ᶵᲔの実㝿の使われ方であり㸪インストラクションの

実㝿の受け入れられ方である㸬なぜ㸪我々がこのような◊✲ᯟ⤌みを採⏝しているのか㸪

といえば㸪それは㸪我々のように幅広くさまざまな可⬟性を受容する◊✲ᯟ⤌みを採⏝し

ないならば㸪ᶵᲔのタィと㐪った使い方を㛤Ⓨしたり㸪ᶵᲔのインストラクション・マニ

ュアルとは㐪った教え方をしたり㸪実㊶のなかで㸪インストラクションされたのとは㐪う

学⩦をしたりしている㸪実㝿の♫会のㅖ成員のά動をなぞることができないからである㸬 
人㛫は㸪ありとあらゆる場合に㸪⮬⏤⮬在に人㛫の⬟力をά⏝しながら㸪⏕きている㸬

その⏕きているά動の実┦をとらえるためには㸪「仮ㄝ」などない方がよいのである㸬そう

いう❧場で「実㦂ィ⏬」を❧てた㸬 
⧞り㏉しになるが㸪そもそも㸪我々の⏕άの中で使われているᶵᲔはタィされたとおり

に利⏝されてばかりではない㸬したがって㸪ᶵᲔの利⏝や利⏝ἲの教授ἲを㸪もともとの

タィとのⴠ差でホⅬしたり㸪もともとの㸪インストラクション・マニュアルとのⴠ差でホ

Ⅼしたりしても㸪人㛫の㇏かさを捉えることはできないし㸪ᶵᲔの実㝿の使われ方に㏕る

こともできないのである㸬 
上グのような「◊✲ᵓ想」に基づいた「実㦂ィ⏬」なので㸪データ収㞟⠊囲は㸪仮ㄝに

よって㝈定されないことになる㸬なにが㸪⌧場の実㊶に影㡪をあたえているか㸪について

は㸪事前に予想することが困㞴なのである㸬上グのようなⓎ想から㸪せㄳから㸪つねに「⎔
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境全体をモニターする」ビデオカメラが全体≧ἣを撮影できる形で、つまり,一␒外側から

広ゅ撮影の形で,タ⨨されることになった㸬 
また㸪「⌧場で何がおきているか」をつねに人㛫ⓗ感性のすべてをもちいた➹グする「書

グ」を⌧場に㓄⨨することとした㸬 
そうやって㸪実㝿の「情報㏻信ᶵ器」の使われ方と教授のされ方を⥲合ⓗに把握するな

かで㸪場合によっては㸪タィの問㢟Ⅼや㸪教授ἲの問㢟Ⅼをもぢ出せるのではないか㸪と

いうことが㸪広い意味での㸪今回の◊✲の「仮ㄝ」であった㸬 
 

3㸬㺀㐲㝸コミュニケーション実㦂㺁の実㝿の⤌み❧てについて 

具体ⓗな実㦂場㠃タ定は以下のようなものとした㸬まず㸪⚄戸に住む 80 ṓ代半ばの単

㌟居住女性である X さんに実㦂ㄪᰝへの協力をお㢪いし㸪承ㅙして㡬いた㸬そして㸪㹖さ

ん宅に㸪㏆年普及がすすんでいる情報ᶵ器である「スマートスピーカー」を⨨いてもらっ

て㸪そのᶵ器の利⏝ἲをさまざまにヨしてもらうこととした㸬 
多ᵝなインストラクション場㠃を撮影したかったため㸪日本でサービス提供されている

4 ✀2のスマートスピーカーサービスのうちから㸪ᶵ⬟が多彩でかつ㸪㐲㝸地とのビデオ㏻

ヰがサービス提供会♫の提供するᶵᲔによって⡆便に㐩成できる㸪Amazon ♫の㺀アレク

サ㺁によるスマートスピーカーサービスを㸪本実㦂のメイン利⏝サービスとして㑅択した㸬

ただし㸪㐲㝸コミュニケーション実㦂のなかに㸪「ᶍ擬吟⾜実㦂㸦俳句の吟⾜を㐲㝸コミュ

ニケーションを⏝いて㸪ᶍ擬ⓗに⾜う実㦂㸧」を⤌み㎸んだところ㸪Amazon ♫の㺀アレク

サ㺁によるスマートスピーカーサービスでは㸪安定ⓗなᶍ擬吟⾜⎔境の提供ができないこ

とが㏵中でわかったため㸪その㒊分にだけ㸪「zoom ♫の zoom による㐲㝸コミュニケーシ

ョン実㦂」を⤌み㎸んだ㸬このため㸪本◊✲は㸪⤖ᯝⓗにではあるが㸪「アマゾン♫のアレ

クサ」と「zoom」のẚ㍑◊✲ⓗ側㠃をも持つことになった㸬 
基本ⓗなタ備としては㸪スマートスピーカーEcho Show㸦エコーショーと呼ばれること

もある㸧を 6 台㉎入し㸪事前に㸪◊✲スタッフの方で㸪必せなセット㸦Wi-Fi 接⥆➼㸧を

⾜った㸬X Ặ宅に常時接⥆可⬟な Wi-Fi ⎔境がなかったので㸪◊✲⪅側で‽備したモバイ

ルルーターを持ち㎸んで Wi-Fi ⎔境をᵓ⠏したが㸪スマートスピーカーシステムには㸪慣

れてもらう必せがあるので㸪持ち㎸んだモバイルルーターは㸪3 ヶ月㛫 X Ặ宅に常⨨して㸪

日常ⓗに㺀アレクサ㺁を利⏝してもらうようにした㸬 
インストラクション場㠃としては㸪以下の 6 ✀の場㠃を実㦂することにした㸬 
まず㸪➨一に㸪Echo Show 上の㡢声アシスタント「アレクサ」にヰし掛けて㸪Echo Show

⤒⏤で㡢ᴦを⫈いたり㸪ユーチューブ上の動⏬をみたりする㺀アレクサ単⣧利⏝㺁場㠃㸦場

㠃 1㸧㸬 
ついで➨二に㸪Echo Show を 600㹩㹫ᮾ方に㞳れた㛵ᮾ地区に在住の X さんのお孫さ

んである㹇さん㸦20 ṓ台半ば㸧の御⮬宅にも㏦付し㸪X さんと㹇さん㸦お孫さん㸧とのビ

デオ㏻ヰを⮬⏤会ヰとして実⾜してもらう㺀アレクサ⤒⏤⮬⏤ビデオ㏻ヰ㺁場㠃㸦場㠃 2㸧㸬 
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そして㸪➨三に㸪㹖さんに 600㹩㹫㞳れた㹇さんに場㠃 1 の内容を報告するというよう

なㄢ㢟を与えて㸪実⾜してもらう㺀アレクサ⤒⏤ㄢ㢟㐙⾜ビデオ㏻ヰ㺁場㠃㸦場㠃 3㸧 
そして㸪➨四に㸪600㹩㹫㞳れた㹇さんにビデオ㏻ヰで指南㸦インストラクション㸧を受

けながら㸪居室内のスマートリモコン⤒⏤で㸪テレビの操作やエアコンの操作を㡢声を⏝

いてすることを㸪学んで実㊶する㺀㐲㝸 ICT 教授㺁場㠃㸦場㠃 4㸧㸬 
➨五に㸪zoom ⤒⏤で外に出た◊✲スタッフとコミュニケーションをしながら㸪X さん

が俳句の作句をする㺀㐲㝸代⌮吟⾜㺁場㠃㸦場㠃 5㸧㸬 
最後に➨六に㸪上グの㺀ᶍ擬吟⾜㺁で作成した俳句をネタに㸪X さんと㹇さんとで㸪Echo 

Show ⤒⏤で㸪テレビ㏻ヰをしながらおⲔ会をする㺀㐲㝸おⲔ会㺁場㠃㸦場㠃 6㸧㸬 
この 6 場㠃である㸬 
実㦂は 3 ヶ月㛫㸪合ィ 3 日㛫掛けて⾜われた㸬この 3 日㛫というのは㸪X さんを拘᮰し

た日数であって㸪◊✲室でのリハーサル実㦂には㸪さらに別に 3 日㛫を使い㸪さらにデー

タ整⌮や㸪ᶵ材‽備でのべ 40 時㛫・人ほどを㈝やしている㸬 
また㸪X さん⮬㌟㸪常⨨された Echo Show を利⏝して㸪アレクサとのコミュニケーショ

ンをいくらかはなさっていたようである㸦時㛫数は☜かめていない㸧㸬 
 
4.日本における㹂㹖化の必せ性および、本ㄽ文の分析の仕方についてのⱝ干の留意事㡯 

4-1 日本の現況 

我が国の⥲人口は㸪令和 2 年 10 月 1 日⌧在㸪1 億 2,571 万人であり㸪65 ṓ以上人口は

3,619 万人である㸬65 ṓ以上人口が⥲人口に占める割合㸦㧗㱋化⋡㸧は 28.8㸣となり㸪㉸

㧗㱋化♫会である㸦内㛶府「令和 3 年∧㧗㱋♫会ⓑ書」㸧㸬日本では㸪2010 年に㧗㱋化⋡が

23㸣を㉸え㸪⏕⏘年㱋人口の割合のῶ少に対する対⟇が国家ⓗㄢ㢟になっている㸬  
一方㸪インターネットが普及し始めてから 30 年以上㸪スマートフォンが普及してから

⣙ 10 年が⤒ち人々の⏕άは大きく変わった㸬2021 年にデジタル庁が␗例の早さでⓎ㊊し

た⫼景には㸪日本のデジタル化が世⏺から㐜れていることに加え㸪新型コロナウイルス感

ᰁ⑕をきっかけに情報㏻信技⾡を⏕άと仕事に取り入れていくことの㔜せ性が改めて国Ẹ

全体にㄆ㆑され㸪庁のタ⨨に㏣い㢼が吹いたことが挙げられる㸬デジタル庁が掲げる「ㄡ

一人取りṧさない㸪人に優しいデジタル化」の実⌧に向けて㸪政府は①各┬庁の徹底した

デジタル化㸪地方⾜政サービスとの完全㐃携㸪②国Ẹの⌮ゎ㔊成とマイナンバーカードの

普及㸪③サイバーセキュリティの☜保㸪政府における IT 専㛛人材の⫱成㸪を挙げている

が㸪㧗㱋⪅が㌟㏆に感じられる内容とはゝい㞴い㸬政府が国Ẹに一方ⓗに押し付けるので

はなく㸪国Ẹが「是㠀使ってみたい」と思える情報㏻信技⾡にしていくことが㔜せと⪃え

られる㸬  
コロナ⚝で人と人とのコミュニケーションのᶵ会がῶり㸪コミュニケーションの㔜せ性

は改めて国Ẹ全体にㄆ㆑されつつある㸬日本の人口ᵓ㐀の㧗㱋化を㋃まえるのなら㸪日本

の㹂㹖化は㸪㏆㞄の人々とのコミュニケーションの改善だけでなく㸪㧗㱋⪅がステイホー
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ムしたままでも㐲方の他⪅としっかり㛵わりあえるようにすることまで志向してなされる

べきだろう㸬今回は㸪その実㊶上のㄢ㢟を㐲㝸コミュニケーション実㦂を㏻して探ること

がㄪᰝの┠ⓗとなっている㸬 
 
4-2 本ㄽ文の分析対㇟と分析時の留意事㡯について 

本ㄽ文は㸪前グの㺀㐲㝸コミュニケーション実㦂㺁の 6 場㠃のうち㸪前半の 3 場㠃のみを

対㇟として分ᯒする㸬 
すなわち㸪⚄戸に住む 80 代の女性 X が㸪まず㺀アレクサ[という㸿㹇]の単⣧利⏝㺁を⾜

い㸪それをᮾ京に住む孫娘 I に㺀報告㺁することを㺀ㄢ㢟㺁として㐙⾜するまでを分ᯒする㸬 
この 3 場㠃のㄪᰝ期㛫は 2022 年 1 月㹼2 月であり㸪合ィ 3 場㠃を利⏝している㸬収㞟

したデータについては㸪完全ではないものの㸪ᴫせが把握できる⛬度のトランスクリプト

の作成を⾜った㸬今回我々が⾜った◊✲のモデルとしては㸪ビデオ・エスノグラフィー㛵

㐃のㅖ◊✲のほか㸪「ワークプレイス◊✲」という◊✲㡿域名⛠で実㊶されている国内外の

ㅖ◊✲を参↷した㸬 
㺀ワークプレイス◊✲㺁は㸪「エスノメソドロジー・会ヰ分ᯒ」の中でもっとも⌧在⳹々し

くⓎ展している◊✲㡿域である㸬それは㸪日常ⓗなコミュニケーションではなく㸪制度ⓗ

場㠃の中で⾜われているコミュニケーションにὀ┠した◊✲である㸬㺀ワークプレイス◊

✲㺁の㔜せな㡿域として㺀CSCW㸦コンピュータに支援された協ㄪⓗワーク㸧◊✲㺁があり㸪

今回の我々の◊✲も㸪このὶれに位⨨付くものである㸬 
また㸪㺀ワークプレイス◊✲㺁のὶれの中には㸪㺀マルチモーダル◊✲㺁というὶれもあり㸪

ひとびとが㸪㡢声情報だけでなく㸪どぬ情報や㸪㌟体やものの㓄⨨などに㛵する㸪さまざ

まな㈨※を⏝いて㸪共同性を上手に⤌み❧てながら実㊶を⾜っているということに㛵する

◊✲も㸪㏆年大きく㐍捗しているが㸪そのὶれもỮむものである㸬 
㺀ワークプレイス◊✲㺁に㛵しては㸪国内でも『ワークプレイス・スタディーズ』㸦Ỉ川ほ

か㸪2017㸧というⰋ書が出ており㸪学⩦しやすくなっている㸬ただ㸪ᾏ外の◊✲の厚みは

⭾大なものがあり㸪それらも参↷した㸬たとえば㸪チャールス・グッディンの㺀プロフェッ

ショナル・ヴィジョン㺁㸦Goodwin㸪1994㸻2010㸧には㸪ᮾᾏ大学の北村㝯憲らによるよ

い⩻ヂがあるので㸪参↷しやすかった㸬 
我々の◊✲も㸪チャールス・グッディンらの◊✲同ᵝ㸪ど⥺や体の向きを丁寧にぢてい

く◊✲を志しているため㸪ビデオカメラを」数台ά⏝した◊✲となった㸬 
 なお㸪分ᯒ時の␃意事㡯としては㸪ぶ族㛵係⪅が」数人実㦂に協力してくださっている

ので㸪その㞟合ⓗなプライバシーの☜保にもẼを付けた㸬 
 

5.データ 

5-1 データの概せ 

この◊✲のデータの主内容は㸪80 代女性 X がᮾ京の孫娘 I とテレビ㟁ヰをするᵝ子に
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㛵するビデオデータであるが㸪じつは㸪この両⪅㸦X と I㸧の㛫をつなぐもう一人のぶ族

も㸪今回の実㦂場㠃に参与をしている㸬X の娘 B である㸬 
X の娘 B は㸪I の実ẕでもあるが㸪X の住居の㏆傍に住んでおり㸪X と B の㛫には日常

ⓗな交ὶがある㸬なお㸪X は B のスマートフォンの LINE アプリを使って㸪ᮾ京の I と

LINE のビデオ㏻ヰをしたことはある㸬しかし X 一人では㸪LINE のビデオ㏻ヰをするこ

とはできない㸬 
今回の実㦂に向けて㸪実㦂の数㐌㛫前には㸪Amazon ♫の Echo Show が㸪ᮾ京の I 宅に

は㒑㏦されていた㸬I はᲕ包を㛤けて Echo Show 上のアレクサにヰしかけたり㸪当ヱ Echo 
Show ⤒⏤で㸪スマートリモコンを操作し㸪I 宅のテレビとエアコンのコントロールのヨみ

もしていた㸬これに対し㸪X は㸪⮬宅に届いた Echo Show を事前に操作するようなことは

せず㸪「ゐらないように㸪なくさないように」していた㸬そういう‽備≧ἣであった㸬 
なお㸪➨ 1 回┠の実㦂当日の X ら実㦂参加⪅㸪Echo Show㸪ビデオ㸪IC レコーダーの

㓄⨨は㸪下グの図㸯のとおりである㸦㏵中㸪人㛫の⛣動によってこの㏻りでない場合もあ

る㸧㸬 
 
 
 
 
ビデオカメラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
※  人≀グ号のアルファベットは時ィ回りに㸪A から F までが付されている 
※※ 㺀Echo Show㺁の下に㺀ᮾ京 I㺁と⾲グされているのは㸪X の孫で㹀の子である 
 

図 1㸸X ら参加⪅㸪Echo Show㸪ビデオカメラ➼の㓄⨨ 
 

5-2 場㠃のトランスクリプト  

以下のトランスクリプト㸦抜⢋㸧は㸪X 宅で X が Echo Show に呼び掛けて YouTube で

╔≀のリメイク動⏬を᳨⣴し㸪ど⫈した後㸪ᮾ京の I に何をぢたかに㛵するㄝ明をしよう

としたときの場㠃である㸦トランスクリプトグ号については本ㄽ文末尾に凡例がある㸧㸬 

座卓 

A 
 

B 
 

 
 
 

X 
Echo 
Show 
ᮾ京 I 

F 
手持ちカメラ↓ 

IC 
レコーダー① 

 

ビデ

オカ

メラ↙ 

C 
 

  
   

  ダイニング

テーブル 

E 

D 

IC 
レコーダー② 

 
Echo 
Show 

ビデオ

カメラ↗ 

ミーティ

ングレコ

ーダー 
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下のトランスクリプトでは㸪X㸪I㸪B㸪A の 4 人について㸪おのおの 3 ✀のά動㸪すな

わち㸪㺀Ⓨヰ内容㺁㸪㺀ど⥺㺁㸪および㺀㌟体動作㺁にὀ┠する㸬しかし㸪⣬幅の㛵係から 4 に

3 をかけた数値である 12 ⾜分をトランスクリプト内に常時掲㍕することはせず㸪必せに

応じて必せな情報と判断された分の⾜だけを掲㍕することにする㸬 
なお㸪参与⪅の⾲グは以下の㏻りである㸬X は 80 ṓ代女性㸪㹇は X のᮾ京在住の孫娘㸪

C は教員㸬A と B と D と F は学⏕㸬ただし㸪B は学⏕であると同時に㸪X の娘であって㸪

ぶ族でもある㸬トランスクリプトに使⏝しているグ号については㸪ㄽ文末ὀグを参↷され

たい㸬 
《இฤ1》 ｢何を見たかݶったげて｣遠隔コミュニケーションࣰ験ॵೖの20:04:34～20:05:34 
ຎ  ྭ  化し࣊見ているものをช）ߨતࢻである．その৏がߨがあるのが൅࿫ߺ൬ߨ ：

た），その下がಊߨࡠ（൅࿫ंのಊࡠ）である。（（））の஦は࿨ชࣧජंに 
よる解ઈである． 

 
ජ஌のࢶࢶIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 

(003)X：[ซこえますか？hh. 
 を見せて঺顔ࣅ

 
XXXXXXXXXXXXX 

(004)I：ซこえるよ． 
 

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
(005)X：ซこえてる？ 
 

XXXXXXXXX 
(006)I：うん． 
 

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIࢶࢶ 
(007)X：[おଶたせしたね． 

डをࠪに傾ける 
 

【007-016中略】 

(017)B䠖何を見たか言ったげて䠊䡛(009)Aの䡞何を見たか言ったげて䡟という発言を繰り返す䡜 

 

ア䝺䜽䝃BBBB 

(018)X䠖え䠛 

Bに大きく顔を向ける䠊 
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Xの左顔左顔左顔左顔左顔左顔 

(020)B䠖何を見たか言ったげて䡛(017)と同じ言葉を繰り返す䡜 

ア䝺䜽䝃を指さす䡛早く正解を言うようにとはやす音調を伴いXに対しやや高圧的か䡜 

 

ア䝺䜽䝃紙ア䝺䜽䝃 

(021)X䠖何を見た䠛 

両手でこめかみを押さえるような動作䠊笑顔は崩れない䠊 

 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

(022)B䠖䠄䜸䜴䝮返しと䠅違う䠊お母さんが䠄何を言ったか言ったげて䠅䠊 

Xの左肩を叩き腕組みをする䠊 

 

(024)B䠖䝴䞊䝏䝳䞊䝤で何を見たか 䠄III䠷Iの䝣ァ䞊䝇䝖䝛䞊䝮䠹䠅 に言うたげて䠊 

 

ア䝺䜽䝃ア䝺䜽䝃ア䝺䜽䝃 

(025)X䠖䝴䞊䝏䝳䞊䝤で何を見た䠛䡛䝸䝢䞊䝖する癖がついてしまっている䡜 

ア䝺䜽䝃を観ながら横で話された内容を笑顔で䜸䜴䝮返ししている䠊 

 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

(026)B䠖違う違う䠊お母さんがYouTubeで何を見てたか䠊IIIに報告せな䠊 

Xの顔を覗き込み詰め寄る䠊 

 

紙紙紙紙紙紙紙紙紙ア䝺䜽䝃ア䝺䜽䝃ア䝺䜽䝃 

(027)X䠖ふん?IIIに今の見たんを報告すんの䠛 

左第2指でア䝺䜽䝃を指し䠈くるくる円を描く䠊 

 

【028-032中略】 

 

XXXXXXXXXX紙紙紙紙紙紙 

(033)X䠖あ‐は::は::は::は::は::䠊 

頷きながら 

 

紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙 

(034)X䠖YouTubeでね 

筆談の用紙に目を落としたままIに話し始める 



ㄽㄝ 

  
েと஡঄ݳ 2021 16  - 60 - 

 

 

(035)B䠖 

ちゃんと回答しそうなことに安心して頷いている  

 

(036)I䠖うん䠊 

 

紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙 

(037)X䠖着物の䝸䝯䜲䜽を 

 

(038)B䠖 

頷く䡛許可か䡜 

 

紙紙紙紙紙紙紙紙紙III 

(039)X䠖動画で見てたの䠊 

筆談の用紙に書かれた通りを読み上げ䠈最後の一音で顔を上げア䝺䜽䝃の画面越しに 

IIIを見る 

 

6.⪃察 

6㸫1 ⪃察 1㸸AIと人㛫とのコミュニケーションの問㢟㸪つまり㸪アレクサが㸪ㄡがヰ⪅

であるのかについての♫会ⓗ判別をしていないことによるトラブルと㸪その状況の理ゎ

と㸪トラブルへの対応 

 本⠇では㸪参与⪅の会ヰの㐃㙐ⓗ意味合いを᳨ウし㸪「なぜこの位⨨でこのような会ヰ

がなされているのか」の分ᯒをしたあとで㸪場㠃内での┦互⾜Ⅽが㸪どのように♫会学ⓗ

に⯆味῝い┦互⾜Ⅽになっているのかについてゎㄝしていくことにしよう㸬 
上グ㺀断∦ 1㺁は X がアレクサの⏬㠃を⤒⏤して孫娘 I と㺀ㄢ㢟㸦ユーチューブで㐺切な

動⏬をみることができたことのᮾ京への報告㸧㺁にそった会ヰをしようとしている場㠃で

ある㸬 
じつは㸪この㺀ㄢ㢟㺁にはいるための前ẁ㝵で㸪ᮾ京の孫娘を Echo Show を⤒⏤して呼

び出すだけの作ᴗに㸪1 時㛫以上をせした㸦この㒊分のゎᯒはḟ✏を期したい㸧㸬その

㝿㸪メインのトラブルは㸪アレクサが㸪孫娘 I が㐃⤡⪅リストに搭㍕されていないという

回⟅を⧞り㏉すというものであったが㸪サブのトラブルとしては㸪ᵝ々な問㢟の切り分け

のための助ゝを㸪主体 X の左右に控えている学⏕ A や学⏕ B が⾜っていたところ㸪アレ

クサが㸪主体 X に向けての二人のⓎヰを㸪アレクサに向けてのⓎヰと“ㄗゎ”して反応

してしまうことだった㸦もちろん㸪アレクサに意思はなく㸪したがって“⌮ゎ”というも

のもないので㸪ここで“ㄗゎ”と書くのはẚ喩に㐣ぎない㸧㸬 
つまり㸪メイントラブルをゎᾘしようとする努力が㸪サブのトラブルで㑧㨱されてし
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まうのである㸬 
ここをもう少しヲ⣽にゎᯒしておこう㸬つまり㸪アレクサに対して㸪X がどのような指

♧の仕方をしたらよいかについての㺀インストラクション㺁を㸪X の⿵助⪅である学⏕ A
や学⏕ B が⾜おうとするとき㸪㏻常の♫会ⓗ場㠃ならば㸪最⤊の⪺き手であるアレクサ

は㸪学⏕ A や学⏕ B のⓎヰを⮬分に対してのⓎヰとは⪺かないことができる㸬それは㸪

学⏕ A や学⏕ B の㢦の向きがアレクサの方ではなく㸪X の方を向いている➼の場㠃の≉

徴を⥲合ⓗに把握しての⤖ᯝである㸬 
しかるに㸪今回の実㦂においては㸪⪥のよいアレクサは㸪X の⿵助⪅㸿や㹀が㸪アレク

サに⪺こえるか⪺こえない位の小さな声で X にヰす内容を㸪なんと⮬分に対してのⓎヰ

であるかのように⪺き㸪反応してしまう㸪ということが度々⏕じてしまったのである㸬こ

のような事態がおきると㸪何がメインのトラブルを⏕んでいるのかということへの探✲が

㡻挫してしまう㸬問㢟の切り分けがうまくいかなくなるからである㸬 
このサブのトラブルに対し㸪X の⿵助⪅ A や B は㸪声を₯める➼の対応をとった㸬し

かし㸪声を₯める場合㸪A や B からの指♧が X に入っていかないことが㸪かなりの㢖度

でⓎ⏕するのである㸬たぶん㸪強ㄪした指♧というのは㸪一定⛬度以上の声㔞と⤖びつい

ている㸪という♫会ⓗ⌮ゎ㸦合意㸧が㸪我々の世⏺にはあるからだろう㸬一つ┠のトラブ

ル㸦アレクサにㄗ反応されてしまう㸧への対処㸦声を₯める㸧が㸪二つ┠のトラブル㸦本

᮶の⪺かせ手に対してⓎ声の効ᯝが乏しくなる㸧を呼び㉳こす㸪という」合ⓗ㐃動ⓗΰ乱

がⓎ⏕したのである㸬 
そこで㸪X の⿵助⪅ A や B は㸪教員 C㸦ᶔ⏣㸧のアイディアで「➹ㄯ」で㹖に指♧を

出すことを始めた㸬もちろん㸪➹ㄯは時㛫がかかるので㸪X と A,B 㛫のコミュニケーシ

ョンの全てが➹ㄯで⾜われるようになったわけではないが㸪かなりのコミュニケーション

内容に➹ㄯは⏝いられるようになり㸪その⤖ᯝ㸪最初のメインのトラブルに㛵する問㢟の

切り分けに㸪X たちはおおむね成功し㸪メインのトラブルがゎỴしていった㸬 
「断∦ 1」はそのようにして㸪ᮾ京の I 宅と㛵すの X 宅㛫に Echo Show ⤒⏤で㸪テレ

ビ㏻ヰの回⥺が⧅がったあとの場㠃である㸬 
このẁ㝵では㸪➹ㄯの有⏝性は㸪㛵係⪅㸦X や A や B や C㸧の㛫で共有されていた㸬

しかし㸪我々がὀ┠したいのは㸪そのことではない㸬なんと㸪おどろくべきことに㸪⣬を

ぢてヰす場㠃でなくとも㸪X は➹ㄯの⣬にど⥺を時々⛣動させながら㸪ヰす場㠃が㢖出す

るようになったのである㸬これはいったいどういうことだろうか㸬➹ㄯの⣬には㸪A や B
は時々にしかアクセスしていないのが明らかなので㸪コミュニケーション上のトラブルや

必せに応えるのに㸪➹ㄯの⣬にど⥺を㏺わせても㸪⟅えにたどり╔かないだろうことは㸪

かなり⮬明のことのはずである㸬それであるのにも㛵わらず㸪なぜ㸪X は➹ㄯの⣬にど⥺

を向かわせるのだろうか㸬トラブルをゎỴする手ẁが㸪ḟのトラブルのタネになっている

ようなのである㸬 
実㝿に➹ㄯの⣬に書かれていた内容は以下の㏻りである㸬 
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【参⪃㸸㹖の手元の➹ㄯの⣬に書かれていた内容】 
「アレクサ IIIIII㸦㸦III のフルネーム㸧㸧に㟁ヰをかけて」 
「アレクサ 㟁ヰを切って」 
「アレクサ ユーチューブをひらいて」 
「アレクサ ╔≀のリメイクを動⏬でぢせて」 
「アレクサ 㡢㔞を上げて」 
 
㹖は㸪この場㠃の前に YouTube で╔≀をリメイクする動⏬をほていた㸦㹖には╔≀をリ

メイクする㊃味がある㸧㸬そして㸪そのようにして㸪YouTube でほたいものをほることが

できたという成功体㦂㸦事実㸧を I に伝えるというのが㸪この日のここでの㹖にとっての

「ㄢ㢟」であった㸬 
「断∦ 1」でいえば㸪それは㸪9 ⾜┠で㸿が「何をぢたかゝったげて」とⓎヰしてからの

㹖のㄢ㢟であるといえよう㸬 
しかし㸪㹖はㄢ㢟㐙⾜に㐍まない㸬その中で㸪新しいトラブルが⏕じる㸬 
この新しいトラブルに主にかかわるのは㸪助ゝ⪅㹀の方である㸬助ゝ⪅㹀は㸪ぶ族㛵係

を㹖との㛫でもっているためか㸪㐲慮の⛬度が少し小さいようにほ察された㸬その学⏕㹀

㸦実の娘㸧が㸪「17 ⾜┠」で「何をぢたかゝったげて」とⓎヰすると㸪㹖は㸪㢦を㹀の方

に向ける㸬これは㸪ど⥺を向けることによる⪺き手性の⾲♧であるとも⌮ゎできるかもし

れないが㸪その一方で㸪17 ⾜┠のⓎヰが⌮ゎできなかったため㸪⥆けてのⓎヰをせㄳして

いるようにもぢえる振る⯙いであった㸬この≧ἣに対して㸪学⏕㹀は㸪再度 20 ⾜┠で「何

をぢたかゝったげて」とⓎヰし㸪同時に㸪㹖の前に⨨いてある Echo Show8㸦アレクサ㸧

を指さす㸬 
我々は㸪ここで㸪㹖の❧場にたって㸪2 つの㑅択⫥が㹖の前に㛤かれていることにẼづ

くことができる㸬➨一の㑅択⫥は㸪おそらくは学⏕㹀が意図しているものである㸬つまり㸪

Echo Show の向こう側にいる㸪「孫娘 I に対して」「╔≀をリメイクする動⏬をユーチュー

ブでぢたことを報告する」という㑅択⫥である㸬しかし㸪もうひとつの㸪➨二の㑅択⫥の

方に X は強く促されたようだった㸬すなわち「┠の前の㸪それなりのコミュニケーション

の┦手としての㉁をもった㸪Echo Show 内のアレクサに対して」「何をぢたかゝったげて」

とⓎヰするという㑅択⫥の方に㸪X の㑅択は㐍んで⾜ってしまうのである㸬 
その⤖ᯝが㸪21 ⾜┠の X による「オウム㏉し」である㸬 
この X による 21 ⾜┠の「何をぢた㸽」というⓎヰがなされた≧態は㸪しかし㸪⪃えて

みれば㸪X による合⌮ⓗ⾜動であるともいえよう㸬つまり㸪この「㐲㝸コミュニケーショ

ン実㦂」では㸪の「断∦ 1」に⮳るまでの 1 時㛫の㛫㸪X は㸪助ゝ⪅ A や B から指♧され

たままのことを㸪⮬分で再⌧する形のά動を⧞り㏉してきていたからである㸬そのように

⩦慣形成されてきた㏻りの⾜動を㸪ここでも X は取った㸪ということなら㸪これはあたり
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まえのことだ㸪ということもできるのではないだろうか㸬 
つまり㸪X が㸪情報㏻信ᶵ器としての「Echo Show」との付き合い方を㸪この 1 時㛫学

んできたとするのなら㸪そのやり方とは㸪いかに「すばやく」「忠実に」周囲㸦助ゝ⪅ A や

助ゝ⪅ B㸧からゝわれたゝⴥを「オウム㏉し」するかということだった㸦「オウム㏉し」が

㐜いと㸪アレクサは㸪その待ち時㛫に別の反応≧態に⛣⾜してしまうので㸪メイントラブ

ルをゎᾘするプロセスが㸪何度も㸪㡻挫していたことがあった㸧㸬 
つまりは㸪X が取った⾜動㸪X が採⏝した㑅択⫥こそは㸪この日の実㦂を成功させるた

めに㸪X が取ってきた/取らされてきた⾜動なのである㸬 
別ᵝのゎㄝをすることもできよう㸬ここで㸪㑅択⫥ 1 ではなく㑅択⫥ 2 が X によって採

⏝されたことをトラブル 3 と名付けるのならば㸪それは㸪「インストラクションの㉁の変

化」がうまく X に伝わっていなかった㸪がゆえのトラブルである㸪ともゝえよう㸬 
つまり㸪回⥺がᮾ京と㛵すとで⧅がるまでの「インストラクション」は㸪┠の前の Echo 

Show に働き掛けることをインストラクションするものであった㸬それに対し㸪この「断

∦ 1」のẁ㝵での「インストラクション」は㸪働きかけの対㇟が㸪㺀┠の前の Echo Show㺁

ではなく㸪その㺀Echo Show㺁の向こう側に存在しているリアルな人㛫㸦孫 I㸧に変化して

いるのである㸬その「┦㌿⛣」を伝えることに㸪⌮ゎしてもらうことに失敗しているがゆ

えに㸪ここで㸪⾜き㐪いが㉳きてしまっているのではないだろうか㸬 
では㸪なぜ㸪この「インストラクション対㇟の変更㸦┦㌿⛣㸧」を㸪学⏕ A や学⏕ B は

X に伝えていかなかったのだろうか㸬 
もしかしたら㸪ここに「実㊶ⓗ体㦂学⩦ⓗ教⫱に共㏻の困㞴」がぢて取れるかも▱れな

い㸬「実㊶ⓗ体㦂学⩦ⓗ教⫱」においては㸪⌧在が体㦂のどのような「層」であるのか㸪と

いうゎㄝを指導⪅は㸪⿕指導⪅に伝えないようにする態度を取ることが▱られているので

ある㸬「実㊶ⓗ体㦂学⩦」である以上㸪場㠃の≉徴は㸪場㠃のなかで当事⪅⮬㌟がつかめな

ければならない㸪という期待が存在しているのである㸬 
あるいは㸪「教える側は㸪教える㝿に採⏝を促した態度からは㸪⡆単に㞳⬺できるとおも

っているが㸪教えられる側は㸪ある⛬度の≧ἣへのἐ入が必せになるため㸪教えられた態

度からの㞳⬺は⡆単ではない」というような㸪「教える側と教えられる側との᱁差」が在る

のかも▱れない㸬このあたりは㸪⥆けて㸪᳨ウしていきたいと⪃えている㸬 
この「6㸫1」での㆟ㄽをまとめておこう㸬 
まず㸪場㠃 1㹼3 にⓏ場する「ㅖアクター」のうち㸪「アレクサ」の≉␗性と㸪有⬟さと

↓⬟さのバランスの悪さがⓎぢされた㸬つまり㸪「アレクサ」は㸪同じ場㠃を共有している

他のアクターとは␗なり㸪場㠃内でㄡがㄡにヰしかけをしているか㸪という㺀≧ἣ⌮ゎ㺁を

していないのである㸬にもかかわらず㸪「アレクサ」は㸪「問いかけに反応」し㸪「あたかも

人㛫であるかのように㸪冗ㄯまでいう」㸬1 対 1 の会ヰにおいては㸪♫会ⓗな≧ἣㄆ▱ので

きている人㛫であるかのような反応をする「アレクサ」が 1 対 N の会ヰにおいては㸪初Ṍ

ⓗな♫会ⓗ≧ἣㄆ▱すらできない㸪という問㢟がⓎぢされた㸬 
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ついで㸪そのような≉␗な性㉁をもった「アレクサ」へのコミュニケーション技⾡を 1
時㛫以上もかけて㌟に付けることを強制された X さんにとって㸪✺↛に㸪㐙⾜するべきㄢ

㢟の対㇟が㸪「Echo Show の向こう側にいるリアルな人㛫」に切り替わることは㸪トラブ

ル※であった㸬X さんにとって㸪同じ✵㛫で㸪同じ㢦の向きでά動をすることを促されな

がら㸪そのコミュニケーションの┦手が㸪さっきまでのコミュニケーションの┦手とは㐪

うことを前提に㸪いろいろな指♧や助ゝがなされることは㸪なかなかに㡰応困㞴な≧ἣだ

ったであろうことが⌮ゎできよう㸬以上㸪大きくいって 2 つのⅬが㸪この 6-1 ⪃察でのⓎ

ぢであった㸬 
対⟇としては㸪2 つ⪃えられよう㸬まず㸪一つ┠の対⟇は㸪「アレクサ」にもっと人㛫ら

しくなってもらう㸪という対⟇である㸬ㄡがㄡにヰし掛けているのか㸪というのは㸪人㛫

同士のコミュニケーションでは㸪Ỵ定ⓗに㔜せな事実であって㸪」数人会ヰは㸪このỴ定

ⓗに㔜せな事実に㛵する共㏻ㄆ㆑を基┙に㸪㸦人㛫世⏺では㸧成❧するものになっている㸬

人㛫㛫コミュニケーションに㸪「アレクサ」が参入してこようとするのなら㸪「アレクサ」

はその⬟力をもつべきだろう㸬 
しかし㸪上グの対⟇を実㝿にとることは㞴しいこともすぐにわかる㸬我々人㛫は㸪ㄡが

ㄡにヰし掛けているのか㸪問㢟を㸪大変に㧗度な情報収㞟⬟力と分ᯒ⬟力をⓎ揮しながら

ゎỴしているからである㸬とするならば㸪二つ┠の対⟇が㸪⌧実味を帯びることになる㸬

つまり「人㛫の振りをしない㸪AI コミュニケーター」として㸪㺀アレクサ㺁をタィし┤す㸪

ということである㸬≧ἣを⌮ゎしないこと/できないことを⾲♧しながら㸪≧ἣに参与する

そういう「デザイン」を㛤Ⓨすることが㸪その場合㸪デザイナーのㄢ㢟ということになる

だろう㸬どちらかというと㸪こちらの方が㸪ゎỴに㏆いようには思われるが㸪これまでの

AI 㛤Ⓨが㸪人㛫の似た動作や反応を AI に可⬟にさせる方向で✚み㔜ねられてきたことを

⪃えると㸪なかなかに㞴しい方向㌿換であるようにも思われる㸬こちらのゎἲもなかなか

に困㞴である,というのが,⌧下の≧ἣだろうか㸬 
 

6㸫2⪃察 2:人㛫と人㛫とのコミュニケーションの問㢟㸪情報㏻信機器に対応する㝿の㸪人

㛫の多様な戦⾡を周囲の人㛫が理ゎし㸪㓄慮するとは㝈らないという問㢟 

 

今回の実㦂で㸪X は全く未▱の㡿域について学⩦しなければならず㸪後半は⑂労感がぢ

られたものの㸪最後までメガネをかけて文❶をㄞもうとしたり㸪✚ᴟᯝ敢に Echo Show に

アプローチを⧞り㏉す態度がみられた㸬また手元に⨨かれた➹ㄯ⏝の⏝⣬には㸪㏵中から

は書き㊊しがほとんどなされておらず㸪つまりは㸪その場のコミュニケーション上のㄢ㢟

に㛵して参⪃になるようなことはほとんど書かれていなかったにもかかわらず㸪X は㸪時々

はその⏝⣬にど⥺をやる動作をしていた㸬 
我々は㸪この一ぢ↓㥏にみえる X のά動にも㸪合⌮ⓗ意味があると⪃え㸪さまざまに᳨

ウした⤖ᯝ㸪以下のような仮ㄝを得るにいたった㸬 
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すなわち㸪X が⧞り㏉し「➹ㄯ⏝の⣬にど⥺を向けること」には㸪以下の 3 つほどの戦

⾡ⓗ意味が在る可⬟性がぢ出された㸬➨一に㸪これは何かをㄞんでいることで㸪ヰし掛け

られたり㸪指♧をされたりするリスクが回㑊できるという「指♧回㑊ⓗ価値」があるよう

だった㸬➨二に㸪「ㄞむ振り」をすることで㸪⮬⏤に思⪃する時㛫を✌ぐ「思⪃時㛫☜保ⓗ

価値」もあるようだった㸬➨三に㸪たとえ有意味なインストラクションがかかれていない

にしろ㸪➹ㄯ⏝の⣬には㸪この日のά動に㛵㐃した情報がかかれているのであって㸪それ

をㄞみ┤しているということは㸪参加すべきά動に⌧に今参加しているド明になるとおも

われた㸬つまり「ά動参与のド明ⓗ価値」があるようだった㸬 
「断∦ 1」では㸪ぎりぎり㸪上グのような X の合⌮性がⓎぢされたが㸪それにẚ㍑して㸪

学⏕ A㸪学⏕ B㸪教員 C は㸪そのようなギリギリの場㠃㐺合ⓗなά動を懸命に志向してい

る X に㸪十分な㓄慮を♧し得ていないようにぢえた㸬ここには㸪人㛫対人㛫コミュニケー

ションの問㢟がぢいだせるといえよう㸬ある情報㏻信ᶵ器になじみのない人㛫が㸪そのᶵ

器の利⏝場㠃や利⏝方ἲのインストラクション場㠃において㸪懸命の努力をしている場合

に㸪その努力にぢ合った周囲からの尊敬や㓄慮が提供されるべきだろう㸬にもかかわらず㸪

「断∦ 1」にぢたように㸪十全に当ヱの情報㏻信ᶵ器に㥆ᰁんでしまっている「インスト

ラクター側」の人㛫は㸪そのような態度を持つことに失敗しやすいように思われるのであ

る㸬 
この問㢟に対処するにも㸪2 つの可⬟性が⪃えられる㸬一つ┠は㸪情報㏻信ᶵ器になじ

みがない㸪インストラクションされる側のギリギリの「戦⾡ⓗ振る⯙い」を「ミエル化」

する仕⤌みを㸪ƫ 器利⏝ἲ教授場㠃に埋め㎸んでいくことだろう㸬たとえば㸪➨三⪅ⓗに㸪

インストラクションされる側の人㛫をアドボケートする支援⪅を⨨くことなどが⪃えられ

るだろう㸬医⒪場㠃や⚟♴場㠃では㸪すでに㸪セカンドオピニオンの公ㄆ化や㸪医⒪コー

ディネーターの制度化や㸪⚟♴アドボケーターのタ⨨などで㸪㐍められ始めている施⟇が

ある㸬それに┦当する支援システムが㸪㹂㹖化においてもᵓ想されてよいだろう㸬 
二つ┠は㸪インストラクションする側の人㛫の感受性を増大させることだろう㸬「断∦ 1」

をぢても㸪数回ㄞんで反ⱄするならば㸪このコミュニケーション場㠃で㸪⿕教授⪅㹖がい

かに有⬟で㸪かつ㸪┿摯にㄢ㢟に取り⤌もうとしているかは㸪わかるはずだ㸬ならば㸪そ

の⌮ゎプロセスを㸪少し㧗㏿化するだけで㸪教授場㠃の㞺囲Ẽは大きく変わるのではない

だろうか㸬いささか㸪我⏣引Ỉになるが㸪本ㄽ文のような◊✲が⧞り㏉しなされ㸪それが㸪

広く㹂㹖実㊶の⌧場でゝ及されるようになるのならば㸪㹂㹖教授⪅側の感受性が増大して㸪

「断∦ 1」でみられたような⾜き㐪い㸦⿕教授⪅の 21 ⾜┠の「何をぢた」というⓎヰを㸪

単にちょっととんちんかんな反応である㸪とゎ㔘してしまうような⾜き㐪い㸬実㝿には㸪

その場でなされた指♧に㸪もっともⓗ☜に反応しようとした⤖ᯝが㸪21 ⾜┠のⓎヰになっ

ているにもかかわらず㸪そのことに㸪場㠃内でẼがつくことができない㸪という⾜き㐪い㸧

をῶらすことができるだろう㸬 
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7.おわりに 

 上グの「断∦ 1」のゎᯒは㸪いまだ不十分なものである㸬たとえば㸪21 ⾜┠において㸪

㹖は㸪単に「何をぢた㸽」とⓎゝしているだけではない㸬➨一に㸪そのⓎヰは㸪「何をぢた

かゝったげて」というフルセンテンスにẚべて㸪不完全な「オウム㏉し」の形でなされて

いる㸬つまりは㸪⮬分のこのⓎヰが㸪十分にṇ当なものとは㝈らない㸪ということ㸪␲⩏

がありうるものであること㸪を㹖⮬㌟が㸪ゝい切らないことによって㸪⾲♧しているので

ある㸬➨二に㸪この 21 ⾜┠のⓎヰは㸪動作としては㸪「両手でこめかみを押さえるような

動作」を伴ってなされていた㸬また㸪➗㢦が持⥆する中で㸪この 21 ⾜┠のⓎヰがなされて

いた㸬これらもまた㸪㹖にとって㸪この 21 ⾜┠のⓎヰをすることが㸪何かしら㌋㌉をしな

がらするのが㐺切なⓎヰであること,とりあえず㸪⮬分の⨨かれた≧ἣを⌮ゎした上でのⓎ

ヰだけれども㸪そのことの⾲♧の方が㔜せかもしれないということは㸪わかっていること,
これらのことを⾲♧するものだろう㸬エスノメソドロジー・会ヰ分ᯒでは「➗い」は㸪≧

ἣ⌮ゎのメルクマールとされることがあるが㸪ここでの㹖の➗いもそのような意味である

と⪃えれば㸪この 21 ⾜┠から㸪ㄢ㢟にṇ☜に対応することに成功した 34 ⾜┠までのⓎヰ

は㸪大変に⦓密で㧗度なコミュニケーション⬟力を㸪㹖Ặが持っていることを⾲♧してい

るド拠であるといえるだろう㸬 
 つまり㸪我々は㸪ᶆ‽ⓗにそのような㧗度さをぢ㏨している㸪ということである㸬さま

ざまな教⫱場㠃のすべてで㸪同じことが㉳きているのではないだろうか㸬実㝿には㸪大変

に合⌮ⓗで㧗度な思⪃の⤖ᯝが㸪明ⓑに⾲出されているのにもかかわらず㸪教授する側㸪

支援する側は㸪それをぢⴠとして㸪あたかも㸪低い⬟力のものが㸪その低さを⃭しく㟢呈

させているド拠であるかのようにして㸪コミュニケーション上の㔜せなド拠をぢ㏨してい

るのではないだろうか㸬 
 だとするのならば㸪修復されるべきは㸪そのようなㄗったㄆ㆑であり㸪啓ⵚされるべき

は㸪そのようなㄗったㄆ㆑しかできない「教える側」および「支援する側」なのではない

だろうか㸬本ㄽ文が持っている♧唆ポイントの最大の㒊分は㸪このようなぢ方の㌿換を促

すことにあるだろう㸬そういう力を本ㄽ文が少しでも持てているとㄆ㆑していただければ㸪

望外の喜びである㸬 
 
【ㅰ㎡】本◊✲に協力してくださったすべてのⓙᵝに厚くお♩⏦し上げます㸬 
 
【ト】 

1 今回の㺀㐲㝸コミュニケーション実㦂㺁は㸪学問方ἲㄽⓗには㸪エスノメソドロジー・会

ヰ分ᯒの❧場にたってなされているが㸪その中でも㸪ビデオ映像の㇏かさを十全にά⏝

し㸪かつ㸪当事⪅へのフィールドワークⓗ情報収㞟も丁寧に⾜っているところから㸪副㢟

には「ビデオ・エスノグラフィー」の⏝ㄒを⏝いた㸬ビデオ・エスノグラフィーという方

ἲにかんしては㸪ᶔ⏣ほか㸦2008㸪2018㸧㸪岡⏣㸦2008㸧㸪ᶔ⏣㸦2021㸧を参↷せよ㸬 
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2 日本でサービスを展㛤している㺀スマートスピーカー㺁は㸪以下の 4✀㢮であるように思

われる㸬アマゾン♫のアレクサ㸪グーグル♫のグーグルアシスタント㸪アップル♫のシ

リ㸪ライン♫の Clova.これらのサービスを利⏝する場合には㸪サービスを提供している会♫

の専⏝ᶵ器を㉎入するか㸪あるいは㸪ソニーのスマートスピーカーでグーグルアシスタント

を利⏝するように㸪ᶵ器とサービスを⤌み合わせて利⏝するか㸪いずれかを㑅択する必せが

あった㸬今回は㸪我々は㸪┤接のサービスᶵ器の提供元としてはアマゾン♫を㑅択した㸬具

体ⓗには㸪アマゾン♫のエコーショーを 6台ほど㉎入し㸪実㦂に⏝いた㸦エコーショー8を 4

台㸪エコーショー5を 2台㸧㸬また㸪操作⏝のアプリについては㸪アンドロイドスマホ 3台と

IPAD1台にインストールして⏝いた㸬 

 

【引⏝文⊩】 

Goodwin,Charles,1994,Professional Vision, American Anthropologist, 96(3): 606-
633.=2010,北村㝯憲・北村弥⏕ヂ 「プロフェッショナル・ヴィジョン−専㛛⫋に宿るも

ののぢ方」『共❧女子大学 文ⱁ学㒊⣖せ』㸳㸴:㸱㸳−㸶㸮. 

ᶔ⏣⨾㞝,2021,『ビデオ・エスノグラフィーの可⬟性』晃ὒ書房㸬 

ᶔ⏣⨾㞝・岡⏣光弘・五十嵐⣲子・宮崎彩子・出口寛文・┿㘠㝣太㑻・⸨崎和彦・北村 
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ᶞ,2008,「㧗➼教⫱改㠉の┦互⾜Ⅽ分ᯒ− ビデオ・エスノグラフィー◊✲の≺いと工

学㒊㒔市工学₇⩦の実㝿−」『大学教⫱◊✲ジャーナル』5:93-104. 

ᶔ⏣⨾㞝・中塚朋子・岡⏣光弘⦅㸪⸨崎和彦┘修,2018,『医⒪⪅教⫱のビデオ・エスノグ

ラフィー㸫ⱝい学⏕・スタッフのコミュニケーション⬟力を⫱む㸫』晃ὒ書房㸬 

Ỉ川喜文・⛅㇂┤▴・五十嵐⣲子㸦⦅㸧,2017㸪『ワークプレイス・スタディーズ‐はたら

くことのエスノメソドロジー‐』ハーベスト♫㸬1 
岡⏣光弘,2008,「ビデオ・エスノグラフィー‐医学教⫱のなかの㌟体とど⥺‐」『応⏝♫会

学◊✲』50㸸155-164㸬 

 

【付グ】会ヰトランスクリプトのグ号の凡例 

[ Ⓨヰの㔜なりの始まるⅬ 㸦.㸧 0.2⛊以下の▷いỿ㯲 

下⥺ 強い㡢 太字 さらに強い㡢 

㸪 Ⓨヰが⥆くイントネーション  㸬 Ⓨヰが⤊わるイントネーション 

㸦 㸧 ⪺き取り困㞴なⓎ㡢   㸼㸺   早いⓎヰ 

º º 小さな㡢 ↑  㡢ㄪが上がる 

㸩 ⾜Ⅽが始まる位⨨ 

ど⥺⾜ ど⥺の対㇟⪅㸦イニシャル㸧または対㇟≀  

㸸 㡢の伸ばし㸬コロンの数は引き延ばしの┦対ⓗな㛗さに対応している㸬 

㹦    呼Ẽ㡢㸬㹦の数はそれぞれの㡢の⥲体ⓗな㛗さに対応している㸬 

㸦㸦㸧㸧 ➹⪅による⿵㊊ⓗㄝ明 

‐ 㡢が㏵切れているようす 

 

 

 

 

 

 

 



ㄽㄝ 
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㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨

【編㞟後グ】『現㇟と秩序』第 16号をお届けします㸬この度㸪「『現㇟と秩序』を複数の WEB 
サイトに掲㍕する公示㸦オプト・アウト機会の保㞀の公示㸧」をいたしました㸬今後㸪本誌

を複数のWEBサイトで掲㍕していくということに㛵する公示です㸬詳しくは本誌 91㹼92
㡫をご確認いただき㸪本件にご了承いただけない著者の方は㸪2022年 8月末日までに下記
「現㇟と秩序編㞟企画室」までお申し出ください㸬なお㸪お申し出のない場合は㸪ご了承い

ただけたものとさせていただきます㸬 
 さて㸪今回もスポーツ社会学や言語学等,多様な分㔝の専㛛家からご寄稿いただきました㸬 
第㸯ㄽ文は㸪パラリンピック㑅手のとあるポスターに記された「㞀害は言い訳にすぎない」

という文言をめぐるディスコース分析です㸬機能的クラス分け制度のあり方を中心に㸪いま

だ残る課㢟についてもㄽじられています㸬 
第㸰ㄽ文は㸪看ㆤ師を“㎡めた”人びとのキャリア形成に㛵するインタビューとその分析

です㸬いかに㸪かれらの人生に看ㆤ師経㦂が生きているかを丁寧に考察しています㸬 
第㸱ㄽ文は㸪ある㧗㱋者が㸪アマゾン社のエコーショーという機械㸦その中には「アレク

サ」という㸿㹇㹙人工知能㹛が棲んでいます㸧を用いて㸪㐲㝸地にいるお孫さんと交流する

実㦂のときに何が㉳きたか㸪のビデオ・エスノグラフィーです㸬「支援」というものの㞴し

さ㸪「学習」をモニターするということの困㞴がものの見事に描かれています㸬教育社会学

の成果としても読むことができるでしょう㸬 
 第㸲ㄽ文は㸪「㒌中奇㆓」㸦江戸板㸧と「異本㒌中奇㆓」㸦大坂板㸧における罵りの助動詞

を比㍑・分析したものです㸬方言を意㆑した置き換えのみならず㸪その地方ならではの内容

への改訂の結果㸪複数の罵りの助動詞が使用されるようになったようです㸬 
今回もぜひご堪能ください㸬 (H.Y.) 
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